目指すこども科学館像（たたき台）
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高知県の教育理念～目指すべき人間像～





3つの視点に基づく10の基本方針


視点1　　明るい未来を担う人づくり


（３）高知県の強みを生かし、伸ばす取り組みを進めよう


〈重点的な取組〉


○高知県の自然環境を生かした理科教育や産業系の教育内容の充実


























高知県教育振興基本計画（平成21年9月）








郷土を愛し世界にはばたく、心豊かでたくましく創造性に満ちた子どもたちの育成


学ぶ目的や意義を自覚し、自ら学ぶ力をもった人間の育成








（１）小学校でつけたい力


自然に親しみ、自然を愛する心情をもつこと


発達の段階に応じた問題解決の能力を身に付けること


自然の事物・現象について実感を伴った理解をすること





（２）中学校でつけたい力


自然の事物・現象に進んでかかわり、科学的に探求する能力の基礎と態度を身につけること


自然の事物・現象についての理解を深め科学的な見方や考え方ができること


自然に対する総合的なものの見方ができること





（３）高等学校でつけたい力


自然科学への興味・関心や探求心をもち続けること


科学的な思考力や表現力を身に付けること


自然科学や科学技術に関する進路を決定すること





〈　新学習指導要領に基いた「子どもたちの科学的な見方や考え方を養うために」　〉





〈　高知県の子どもたちの現状　〉








高知県教育委員会「理科アンケート調査（平成21年）」（小6、中3対象）
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学校の理科の授業が好きな子どもは、小学生で約7割、中学生で約6割いる。


理科室や教室での実験が好きな子どもは、小中学生ともに約8割を超えている。





博物館や科学学習センターなどと連携、協力を図ったり、活用が必要





〈　県の考える「こども科学館」イメージ案　〉








地球から宇宙までの自然科学について学ぶことができる施設


身近な日常生活の科学をテーマに実験や体験しながら学ぶことができる施設


科学図書を活用して、科学的理解がより深められるような施設


防災教育に関する内容について学ぶことができる施設


子どもたちが科学に対して興味・関心を高め、探求心を育む施設


バーチャルとリアルな体験とのつながりを重視した施設


変化し続ける科学に柔軟に対応する施設


県内の科学者や技術者、教育者が集い交流し、子どもたちに


科学の知識や考え方を伝え学びあう施設





自然や理科に関する本を読んだり、ＴＶを見たりするのが好きな子どもが、小学生では約6割を超えているが、中学生では5割に満たない。


将来、科学的なことに関わる仕事に就きたいと思っている子どもは、小中学生とも3割に満たない。


博物館や科学館、天文台やプラネタリウムに行きたい子どもは、小学生で約8割に近く、中学生で約7割を超えている。





高知県の登録博物館、博物館相当施設、博物館類似施設の現状


高知県には、博物館及び類似の施設は、現在33施設あるが、そのうち自然科学に関する施設は10館で、生物・地学系の施設だけである。


・水族館…足摺海底館、桂浜水族館


　　・自然史…高知県立足摺海洋館、竜串貝類展示館海のギャラリー、四万十市立四万十川学遊館、


横倉山自然の森博物館、龍河洞博物館、佐川地質館


・動物園…高知県立のいち動物園　　・植物園…高知県立牧野植物園








